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緑　風　会 薮田  啓介 議員

（質問）　国民健康保険加入者の特定健診受診

率向上への取り組み、がん検診の受診率向上

への取り組みはどうなっているか。また、胃がん

（ピロリ菌）検査を20歳で実施することはでき

ないか。

（答弁）　来年度は特定健診の受診勧奨はがき

において直近３年のうち、毎年受診している

方、全く受診していない方、１・２回受診し

ている方の３グループに分け、それぞれの特

性に合わせた内容で案内することによって受

診率の向上を目指している。がん検診におい

ては、胃がん検診の無料クーポン券を個別に

配布することで、約５％受診率が増加してい

る。また、集団検診については、平成26年よ

りインターネット予約を導入し、利便性の向

上を図っている。ピロリ菌検査については現

在40歳からとして事業を実施しているので、

20歳での検査については調査研究していく。

健康増進について

鈴 鹿 の 風 中西  大輔  議員

（質問）　今後、鈴鹿市が策定または改定をす

る各種計画、特に総合計画など重要計画につ

いて、子ども・若者が参画できる場を検討で

きるか。通年の常設型で子ども・若者の会議、

集まりを検討できるか。会議設置の根拠条例

制定に取り組めるか。

（答弁）　シティズンシップ教育を推進する必

要があり、主権者として参加することの意義

を考えさせるとともに、アクティブラーニン

グの視点で、社会に参画する力を育む教育を

推進する。子ども・若者の参画機会の拡充を

図る。キャリア教育の視点から、多様な切り

口で社会に関心を持てる取り組みを進める。

若い世代の参画の推進は必要、参画が増える

取り組みを検討する。

　若い世代が姿勢に参画する取り組みについ

て、目的を明確にし、検討して判断したい。

その他の質問  ○スポーツ施設指定管理選定について

子ども・若者の参加の推進について

緑　風　会

リベラル鈴鹿

宮本  正一  議員

（質問）　高齢者世帯が増加する中、ごみ集積

所設置基準の緩和など、身体機能低下による

日常生活の不安解消に努めるべきではないか。

（答弁）　ごみ集積所は、設置指導指針の基準

に基づき運用しており、自治会からの相談に

より配慮が必要と判断される場合は、利便性

を考慮した設置案を提案し対応する。本年度

より要支援１と２の要介護認定者に加え、認

定を受けていない方でも、基本チェックリス

トによって支援が必要と判断された方に対し、

週１回１時間程度の洗濯・掃除・ごみ出しな

どを含む身体介護を伴わない新たな生活支援

訪問型サービスを実施している。今後も高齢

者が利用しやすい環境整備を進め、策定中の

第８次鈴鹿市高齢者福祉計画においても多様

な事業主体による介護予防・生活支援サービ

ス事業などの推進と担い手確保に取り組む。

その他の質問　○子どもの成長に伴う交通安全教育

高齢者の日常生活支援について

板倉  　操  議員

（質問）　担当部署が一貫して非公募で選定す

ることがふさわしい団体としていたＮＰＯ法

人鈴鹿市体育協会だったが、選定委員会が公

募を主張し、県外のＡ業者が僅差で選ばれた。

「本市のスポーツ振興の理念や方針に唯一合致

する団体」と絶賛していたのは何だったのか。

ＮＰＯ法人を選ぶことが議会からの提言にも

沿ったものであり、市内経済の循環を考える

上でも重要なのではないか。この混乱を招い

た原因は何か。責任はどこにあるのか。

　また、Ａ業者の事業計画は実行可能かどうか

見定めが必要な箇所もある。指定の取り消し

の手続きはあるのか。

（答弁）　当初、確かに非公募が良いと考えてい

たが選定委員会の決定を尊重し公募と決めた。

指定の取り消し手続きは協定書に規定がある

が、モニタリングを実施して、チェック・点検

をしていき約束どおり実行させていく。

指定管理者候補者選定時の混乱について


